
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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〇
総
務
省
告
示
第
四
百
十
二
号

家
計
調
査
規
則（
昭
和
五
十
年
総
理
府
令
第
七
十
一
号
）

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
家
計
調
査
の
調
査
地

域
を
定
め
る
等
の
件
（
昭
和
五
十
年
総
理
府
告
示
第
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、別
表
山
形
県
の
項
、

鳥
取
県
の
項
及
び
熊
本
県
の
項
の
改
正
規
定
は
同
年
二
月

一
日
か
ら
、
同
表
大
分
県
の
項
及
び
沖
縄
県
の
項
の
改
正

規
定
は
同
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

別
表
岩
手
県
の
項
中
「
大
船
渡
市

一
関
市
」
を
「
一

関
市

大
槌
町
」
に
改
め
、
同
表
山
形
県
の
項
中
「
戸
沢

村
」
を
「
山
辺
町
」
に
改
め
、
同
表
鳥
取
県
の
項
中
「
北

栄
町
」
を
「
智
頭
町
」
に
改
め
、同
表
熊
本
県
の
項
中「
人

吉
市
」
を
「
和
水
町
」
に
改
め
、同
表
大
分
県
の
項
中「
国

東
市
」
を
「
臼
杵
市
」
に
改
め
、同
表
沖
縄
県
の
項
中「
伊

江
村
」
を
「
今
帰
仁
村
」
に
改
め
、
同
表
備
考
中
「
平
成

二
十
年
八
月
十
二
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
」

に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号

岩
手
県
奥
州
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
日
ま
で
に
、
同
市
長
に
対

し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
奥
州
市
役
所
又
は
盛
岡
地
方
法
務
局
水
沢
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

森

英
介

岩
手
県
江
刺
郡
伊
手
村
字
十
日
市
十
番
地

佐
藤

リ
ン

〔
告

示
〕

〇
家
計
調
査
の
調
査
地
域
を
定
め
る
等
の
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
四
一
二
）

J

〇
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
三
六
六
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
研

修
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
研
修
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
三
六
七
、
三
六
八
）

K

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第

一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
研

修
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基

づ
き
研
修
を
定
め
る
件
を
廃
止
す
る
件

（
同
三
六
九
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
三
七
〇
）

〇
過
度
に
傷
害
を
与
え
又
は
無
差
別
に
効
果

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
通

常
兵
器
の
使
用
の
禁
止
又
は
制
限
に
関
す

る
条
約
第
一
条
の
改
正
へ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

共
和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

（
外
務
四
一
六
）

L

〇
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
の
改
正
へ
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
の
加
入
に
関
す
る
件

（
同
四
一
七
）

〇
道
路
維
持
管
理
能
力
強
化
計
画
の
た
め
の

贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ニ
カ
ラ
グ

ア
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に

関
す
る
件
（
同
四
一
八
）

L

〇
ニ
カ
ラ
グ
ア
柔
道
連
盟
柔
道
器
材
整
備
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書

簡
の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
四
一
九
）

〇
生
糸
の
日
本
農
林
規
格
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
農
林
水
産
一
〇
八
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
同
一
〇
八
三
〜
一
〇
九
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
〇
九
三
〜
一
〇
九
六
）

N

〇
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
調
査

機
関
を
登
録
し
た
件
（
特
許
庁
一
二
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
八
八
四
〜
八
八
九
）

〇
都
市
再
開
発
法
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
件
（
同
八
九
〇
）

O

〇
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六

十
六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
八
九
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
九
四
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
一
二
、
一
一
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件（
北
海
道
開
発
局
九
三
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

金
融
庁

海
上
保
安
庁

岩
手
県

福
島
県

栃
木
県

埼
玉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

岐
阜
県

愛
知
県

三
重
県

大
阪
府

兵
庫
県

広
島
県

山
口
県

香

川
県

愛
媛
県

福
岡
県

仙
台
市

千
葉

市

川
崎
市

名
古
屋
市

福
岡
市

Q

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

R

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
の
決
定
に
関

し
、
関
係
船
員
及
び
関
係
使
用
者
の
意
見
聴

取
に
関
す
る
公
示
（
交
通
政
策
審
議
会
）

R

〔
地
方
自
治
事
項
〕

R

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁押

収
物
還
付
関
係

R

裁
判
所

相
続
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
関
係

J
I

会
社
そ
の
他

K
P

˜
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